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最
近
の
近
代
經
濟
學
に
關
す
る
歐
米
の
諸
硏
究
は
ヒ
ッ
ク
ス
理
論
を
始
：
 

祖
と
す
る
所
謂
微
分.
.的
硏
究
が
主
と
ざ
れ
、
-'
生
產
過
程
の
分
析
は
わ
れ
.
：
. 

.

.わ
れ
の
知
る
限.

ss

で
it
、
. 

F
.
. 

A 

,

ハ
ィ
土
ク
の

jj,

ば
©Pu

r
e

 T
heory 

of 

C
a
p
i
t
a
l

以
後
ど
ち.ら
か
と
运
え
ば
等
閑
祖
さ
れ
て
い
た
傾
き
が
あ

' 

.

.つ
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
‘
ぅ

と

す

ゐ
.̂riedrich and Vera. L

u
t
z
,

. 

T
h
e

 Theory.of Investment 

of the Firm, 

pp x
x
+
2
5
3

 

p
r
f

 et§
,:1951.

な
：る
著
書.は
.ハ.ィ
エ
，，
ク
の
線
に
：沿

っ

て
生

產

過
痺

の 

■

:

分
析
を
敫
學
的
に
展
開
し
て
行
し
ぅ
と
す

^-
も
の
で
ぁ.る
:°
.第
ー
章
.

「

生
' 

產
と
費
用
の
理
論
：に
：お
け
る
時
の
翦
褰
に
お
い
：：て
は
表
題
の
奈
す
如

<
' 

&
產
理
論
め
動
學
化
が
企
：て
ら
れ
、

i
 

o

i

t
に
お
，け
る
機
械
に
對•
 

す
る
準
地
代
を

d
、.

生
產
さ
れ
販
寶
さ
れ
る
生
藍
物
の
量

.を
供
、
そ
：の
市
場

-

、

.

,

■六
ニ 

(

八〇
c
o

.價
格
を
P.
、：

操
業
費
佣
を
远
、
：
機
械
を
廢
棄
處
分
す
る
期
日
を

1
、

r■■ 

を
利
子
率
と
す
水
ば
各
單
位
期
間
に

.お
い
て
次
式
が
成
立
つ̂
 

f

i 

I
E
7
.
S
:
:
P
E

と
も
^

?の
函
數
で̂'
る
か
ら
Q
を
最
大
に
す
る
に
は 

次
式
が
成
立
て
ば
よv>
> 

p

^

+

F
.n
-
i.
:

.s.
賢

限

界

收
A-
が
限
.

:

界
生
產
費
に
等
し
く
な
れ
ば
.よ
；い
。.む
の
よ
ぅ
に
し

P

定
め
'
ら
れ
た
準
地 

:代
の
規
慎
と
駿
棄
價
格
の
秈
>
.は
次
式
.で
與
ぇ
ら
れ
る。

._

• 

v
=
t
Q
s
e
i
^
+
s
e
i
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(

s
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i
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…

@

.こ
こ
に
示
す
凡
て
の
値
は
豫
想
さ
れ
た
値
で
あ
り
、
豫
想
は
5

的
な
値 

\

を
と
る
と
假
定
す
る
：。
長
期
に
お
い
.て
'は
'
耐

久

盼

設

備

へ

の

投

資

の

，

?
 

■
,ante:

の
收
益
性
は
>
と
設
備
費
0
と
の
關
係
に
よ
つV

左
右
さ
れ
る
。

. 

.
▲
わ
妒
と
0
A
Jが
相

等

し

く

、

割

引

率

を

，未

知

敷

と

し

.
て

取

扱

ぅ

こ

と

が

! 

:で
き
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
(3
)
式
を
ァ
に
關
し
て
解
く
こ
と
が
.で
き
る
。
こ 

の
解
法
は
第
二 
章
の 

Criteria of 

p

r
.&
t Maximazation 

に
お 

:

い
て
與
え
ら
れ
る
。

.
 

- 

: 

■
一.般
の
場
合
に
ぱ
¥
と
0
と
.は
等
し
く
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
差
額 

'

0
を
最
大
に
寸
る
よ
ぅ
に
0
の
大
い
さ
を
定
め
よ
ぅ
と
す
る
。f

f
c
s
s
y

 

I

と
お
け
ば
こ
.の
條
件
.は
.

T
/
、c
c
v
i
=
a

 

.と
な
る
0
限
界
I
益
率 

と
.平
均
收
益
率
を
夫
々
l

p r
t

で
：表
せ
ば 

.

、

：

I
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c
=
/
c
c
v
f
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次
に.

(

v
.
l
s
で
な
く
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c
を
最
大
に
ず
る
條
件
ば
、

^(
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(5 )：

な
る
式
'に
よ
っ
て
與
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.

.

.

.

え
^
れ
る
。
こ
れ
は
收
益
率
を
最
大
に
：じ
ょ
ぅ
と
努
力
す
る
.場
合
に

■

1 :

致

. 

ず
る
•;°
利
子
率
が
變
$
す
る
場
合
に
は
：こ
れ
等
の
方
程
式
は.

t ,

層
複
雜
に 

な
る
が
紙
面
の
關
係
上
そ
の
詳
細
ぱ
省
略
し
土
ぅ
々
'」

,:
: 

,.

.
生
產
過
程
の
理
論
は
广

(

ィ
キ
ク
に
ょ
つ
ば
笑
^

“
召

兵

の

場

合 

と

o
§
^
»
§
g-
i
n̂'
t
.の
瘍
合
と
を
分
±:て
.考
え
る
方
法
が
栺
摘
さ
れ
、
 

'た
。
，.ル
：ザ
ッ
は
こ
€>
.藍

：を

馨

的

に

具

體

化

す

る

餐

つ

：
.て
、
：：完
成
生： 

.

.產
物
の
-̂

く
ぬ
&
日
^
プ
は
伊
在
レ
な
い
と
顧#
す
る
。
.こ
..の

娘

定

に

ょ

り
 

各
期
間
の
生
產
費
と
需
要
と
の
間.に
相
.互f

存
關
係
は
存
在
せ
ず
、：
各
期 

一
間
の
企
業
の
^
^
;
v
i
.o
r 

■
;を
夫

：々

；
獨

立

：
に

^
光
极XV.XV

と
.が
；
で#

-%
':
:
 

第
五
章
に
お
いV

は
先
ず
.

point Input

'̂oint'outpxlt

の
場
合(

例 

.え
：ば
樹
木
や
葡
萄
海
の
坐
庳
の
如.き
場
合
'^
の
考
察
が
行
わ
：れ.て
：い
る
。 

先
ずi nput 

:

仏
ff
l
の
.
犬
と
成
畏
期
^

延
長
七
は
物
的
坐
襲
を
增 

加
さ
.せ
^
が
そ
の
.た
め
に
生
^
る
生
產
物
の
；
衡
加
摩
は
遞
減
す
るも
の 

と
考
え
る
..
0 

input; A, B
:

の
.量
‘を

0!
-
.
&
,
で
：表
あ
し
、.：成
長
期
間
を
艺
、
.
 

生
產
物
の
價
格
P
と
生
產
耍
素
の
價
格
辦
抑
及
び
利
子.率
r
を
ザ
定
：と
t 

れ
ば
、
利

緊

覆

0
は
次
式
で
表
虹
さ
れ
る
。:'
'
';'
ぐ

0
"
;
^
f
c

'^
:-
v:
':
i—

；

(

^
a
+
p
s 

,

ペ
こ.の
極
犬
條
砰
は
次'の
.一.
1
£に：ょ.つ
'て
求
め
.ら
.れ
.る
。
.

'

.

.

r

.

%
省

：

L
!

i
l

l

「

素
か
ら
生
ず
る
生
產
物
の
完
成
期
日

.を
變
化
.せ
し
む
る
が
故
に
、

一
I
 

维
の
生
產
物
のS'
に
對
膘
す
べ
き
々
と
生
產
耍
素
と
の

o
p
t
i
m
u
m

な
組

今

g

.
，

ぎ

1

.
$ 

.

. 

.

1 

dt 

こ
こ
：で®

に
な
を
の
は-
の
適
化
で
所
定
め
日
に
投
下
：さ
れ
た
坐
產
要

:
'
,
.
■■.

フ
，
リ

！

、ド
リ
，
ヒ
，

»
.ル
ダ
ツ
失.妻
奢
：1企
業
投
資
の.理
論』

■. 
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誌
第
四
士
五
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第
十
一
練

」
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1: 小
し
たg

資
の
規
模
に
ょ
つ
て
決
定
さ
^
^
。
收
益
を
示
す
.成
長
函
数

K
^

^
''
§

&
f t
需

要

歡

が

；負
の
：舊

を

萊

す

場

合

咚

_

へ.连

霸

：

の
倒
格
は
生
產
遭
の
函
數
で
あ
る
か
ら

^=<KJ"f

 

*〕/(§
, 

O

な 

る
函
數
關
係
が
成
り
立
つ
。
第
1
鬪
に
彻
い
てI
な
る
I

は
，樹
木
が
一 

本

(

m
H
lvy
な
る
，場
合
の
成
長
函
數
で
あ
0-
、
み
而
み
は
夫
々
常
數
と 

し
て
の
i

率
を
示
す"
企
業
は
咖
な
る
投
資
期
間
を
‘選
ん
で
ハ

<
|
0

〕

を
_

■
著

と

：ま
る0® .
齧

に

養

て

舡

參

成

嚴

纏

は

最

高

の
_
引
€

に̂
切
す
る
が
ら
で
あ
石
。
か
く
し
て

V!
な
るOTltppt .

の
現 

傻
が
，得
ら
れ
る
。

及
び
M
は
夫
々m==2, 

m
=
3

•‘
な
る
場
食
の 

成
長
f

で
あ
る
。
こ
れ
等
の
德
の
.切
點
を
結
ん
で
行
く
と
膨
張
龜 

辟
が
得
ら.れ
ゐ
。.

こ.

の
は
投

資

，の
規
模
が

.增
大
す
る
に
從
つ•て
、
、
そ 

れ
に
對
應
す
る

optirdnm i
n
v
e
s
t
m
e
n
t

を
ー
ボ
す
線
で
あ
る
。
投
資 

の
規
模
が
增
大
寸
る.に
從
つ
て
ぼ
？
^
:
の
價
格
が
騰
貴
し
て
も
し
な
く 

て
も
、
膨
張
過
程
を
17K
す
§

の
形
に
影
響
令
及
ぼt
j
と
は
な
く
，、
生 

產
量
の
墙
加'と
上
^
疋
逢
產
物.ー
；
單

從

當

^
:
の

餘

裕

が

騰

貴

ず

る

:^
'
.
^

て
成
長
@

は
次
第
に
水
平
に.激
い
形
と
な
り
膨
張i

は
，第
一
圖
の
，，ょ 

ぅ
な
形
に
な
る
の
で
あ
る
。

• 

. 

: 

n

 

. 

.: .:

.
ハ
.

'
. 

.

.

.
/
. 

-.
-
.

. 

.. 

- 
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'.
.I

今

ま

，
で
述
べ
-た
と
こ
ろ
は
最
も̂

純
な
形
の
生
產
過
程
で
あ
る
が
、
現 

實
の
坐
產
行
程
は• C031till§

8 i
n
p
u
t

の
形
を
と
り
、
坐
產
要
素
は 

ん
時
點
.乾
坐
產
物
の
出
現
す
る.

i

時
戰
ま
で
連
續
し
て

：

投
下
さ
れ
る
o
' 

ル
ツ
ツ
ば
こ
：の
理
論
を^'
六
章
に
お
，い
て̂

開

墓

に

當

り

、

：

次
の
三
つ
：

，
六

頭.

c

八
〇
ニ)

.

の
場
合
につ
い
て
考
え
る
。㈠
時
間
係
數
を
含
む
凡
て
の
係
數
が
固
策
し

.

. 

、

て
い'る
。
，㈡
絕
對
的
な
投
資
の
時
間
は
固
定
し
て
い
る
が
、

-

凡.
て
の
生
產..

' :_

の
時
■

麗

可

變

的

％
ぁ
る。

^

.
■;
:
.:A
-
の
.時
間
係
數
が
用_
的
で
％
為
。
第1へ
の
場
合£
は
第
1
:期
に
投
資
.
_ 

:
.
:
:
^

れ
た
複
冷#
產
要
素
空「

瀵

値

坐

產

額

」

，
は
、:-
:
-こ
れ
に
.續
く
諸
期
間
パ 

へ
に
必
要
と
さ
：れ
名
生
產
要
覺

f

附
#

の̂
'現

價

麓

物

の

漫

か

ら' 

差
01
く
こ
と
：ぬ
ょ
つ
て
得
ら
れ
る
0
第
一
期
.に
お
い
.て
：使

用

さ

れ

る

複

合

.

7

一&
簏
要
素
の
單
位
費
用
が
興
え
ら
れ
れ
ば
、
：一
純
限
界
收
益

_

が

求

め

ら

れ

，

;:-
:
る
。.：̂

ー
：1め
場

合;^
は

各

溯

日

杧

拨

下

さ

れ

奋

生

產

要

素

.の
間
に
完
全
な 

,
:.-
.
-
.
-:
;
1
關
係
が
.あ
：る
ど
す
れ
ば
、s

さ
れ
^

界̂費用と收益:

を引矣
 

.く
と
と
が
で
き^-
か
ら
、':
0
;
1
3
1

±1
1
1
2
0
1

--
0

0

^

&

^
決
定
で
き
る
？
第
三
。 

の
變
ロ
に
は
絕
對
的
投
資
麗
を
««
か

ら
«+
に

延

長

す

る

ご

と

に

ょ

，
つ
て 

'

得

ら

れ

を

啉_的
生

產

物©;
價

値

か

ら

附

加

的

生

產

.要

素

の

費

用

を

差

引 

.

い

た

額

が

霞

に

：な

る

。
，_
こ

..
©
差
題
を
嫩̂

:

利
子
率
双
上
匕
な
れ
ば
乂
^
^
期
間
は
鲤
長
名
れ
各̂
^
エ
ヴ
ォ
シ
ス
-
の

,

第
七
章
‘に
.お
い
て
は
完
成
品
の.：

inveytorjr

.
が
存
在
し
な
い
.
と
云
ぅ 

非
現
實
的
な
假
定
が
撤
去
さ
れ

K? 。，

利
子
率
が.一：定
で
借
入
金
の
額
に
依
. 

;
.
:
.
#

し
な
：い
：
.と

霞

^
.
4ぅ
。'生
產
物
市
锡
で
は
不
完
全
襲
が
.茭
配
的
で
：
 

需
要
.農
の

嵌

は

•變
ち
ず
、
霞
疆
だ
け
が
變
化
す
る
と
考
え
る
。
第

2 

':
:
',圖
ね
积
い
て
蛛
と
师
ゆ
夫
.々
限
界
收
益
靈.と
限
界
費
用
塵
を
！ボ
す
0 

.*
#
期
.に
如
け
る
叫
と
則-と
は
第
ー
：
期
か
ら̂
.?>
ど
夫
々
割
引
が
つ.く
。

第'.， 圖

ち  0 , 0  S ? 0 ^ o  o n.sn

! . . :' ....

第 1 期 ， 第 i2 期 . 総 計 :

フ

V 

1 .
ド、

V

ツ ‘

夫

m
«==3

企 '

0

こ
れ
が
叹
枞
で
あ 

M
M

る
0 

.
と
れ
等
の
曲

線
を
總
括
し
て
、
:- 

“
に
お
け
各
現
價 

の
總
和
>
M'7
K
す
曲
ノ 

線

がT
M
R

と 

T

M

ati
fe
-
る
。
 

■こ
れ
等
‘の
曲
線
が
，
 

限
界
收
益
曲
線
及
，
 

び
限
界
費
用
'i

- 

と
交
わ
る
點
が
“ 

か

ら

ん

ま

.
で

の

利

 

.潤
の

現

價

.を

最

大

 

.に
' す
る
戰
で
.あ 

る
。•

旭
は
割
則
を
... 

々

け

き

平

均

收

：

 

'A
-
旗

で

#
期

間
.

へ
の
價
袼
は
こ
の
線 

上
の
點
で
界
又
ら
：
 

れ
る
。
第
一
期
に 

::

は
■

量

紙
_

0

賣
量
は0 8

で
前
者
の
方
が
太
き
い
が
,'
第
：11
期
に
は
'0
„よ
り
も
販
寶
量0 8

, 

の

方

が

大

含

い

。
，
こ
の
樣

.に

し

てi
n
v§t
o
r.*
<
J
I

.

が
^
じ
て
く
る
。
ん
ト 

' 

V 

,

ら
4
ま
で
の
'利
潤
の
現
價
を
最
大
に
す
.る
に
は
、
を
期
に
お
け
る
販
賣
額
.，
 

..P.

限
#
敉
入
.の
知
時^
に
：お
け
る
現
價
が
相
等
し
く
、

：

更
に
各
期
の
限
界 

:
.
販
..賣
額
の
現
債
と
限
界
生
產
.費
の
.現
價
が
相
等
し
く
な
ら

「

な
外
れ
ばが 

ら
：な
:
so■

•
 
.
 

.

■-
■

'
-
.
.

 

•
•
'

\

次
：に®

と
な
る
.の
は
固
定
資
本
の
壽
命
で
あ
.る
。
ル
ッ
ッ
は
先
ず
只 

一
つ
の
機
械
を
使
用
す
る
.企
業
に
つ
い
て
考
え
る
。
彼
は
こ
の
機
械
の
壽 

' 

‘
に
つ
い
て
の
み
思
！

>

し
廢
棄
處
分
に
し
た.凝
•©
出

來

事

.は
考
慮
し
な
い 

.

も
の
と
す
る
。
，修
繕
費
及
び
維
持
費
の

.增
加

に

，よ

る

操

業

費

用

i

の
左
.

.ヾ
.方
へ
の
推
移
の
結
果
、
.機
械
の
¥
地
代
は
減
少
す
る
。.(
3
)式
‘と
同
じ
記
號
，
 

■
.を
使
用
す

4

ば
、
こ
め
機
械
の
使
用
價
値
G
は
.

で

:.
G
=
l
o
«o
s

l

+

M

(

T
v
4
r
c 
ハ0

存
綴
薄0
錄
3
 

.

に
よ
.つ
で
興
え
ら
れ
る0.
と
の
極
大
條
件
は，
.
：
：
.
:

:に
.よ
.つ
て
與
え
ら
れ
る
。
：
.補
塡
費
を
考
え
な
げ
れ
摞
機
械
の
，費
用
は
そ
の 

.■'

.

」

.最
適
耐
用
年
歡
f
影
響
を
及
伎
ざ
な.
。
企
業
家
が
機
械
.の
補
填
を
行
つ 

'■

.て
後
の
：こ
と■ま
で
計
尊
に
入
札
る
瘍
合
に
は
、
：個
：々
の
.機
械
攸
，そ
の
廢
棄 

.■:
債
格
.ど
そ
め
使
用
價
値
办
資
本
化
さ
れ
た
價
値
へ
の
利
子
钇
補
償
ず
る
に 

.

パ

：風
る
だ
け
©
準
地
代
を
得
奋
と
直
ち
：に
駿
棄
さ
れ
る
？
戚

ち
V

て
,

投

資
の

理

論
8= ,

六
五
‘
' ハ
八.〇
3
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豆
田
擧
會
灘
誌
ご
第
四
十
ー
五
卷
ハ
第
十

一

號

.'

.

.■■:

' 
*

,.。

：
：
:

: ;

、
■■
'

:
;
い

v 

Q
C
T
Y
r
s

 
十 

T
:l h
&

v

®

g

—

ぶ

：

十
 

S

a

4

v

,

に
ょ
つ
て.興
え
ら
れ
る
。(7
)
(8
)
式
を
導
出
す
る
に
當
つ
：て
は
0
が
耐
用
年.
- 

ま
の
函
數
で
な
い'a：
さ
れ
て
い
る
がこ.

の
假
定
似
芷.1.

ぐ
龙
い):
-0

:ル
ッ
ッ

_: 

は
第
九
、
-^
十
韋
に
杠
い.て
こ
：の
.點
の
修
正
を
論
じ
て
い
る
が
紙
面
の
關

係
上
省
略
す
る。

::
:
人
.

'

..:

.
:
.
、
',
,

/

■

.

.
、
：
- 
,
 

.

.
 

V
. 

• 

' 

.

.

.■
へ
へ
.
'

V
。

，
第
十
：一
章
以
下
は
主
と
し
て
動
態
分
析
に
宛
て
ら
れ
る
。
：

m
種
類
め
機
： 

.城
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
る
.機
械
の
使
用
價
値
を
最
大
に
す
る
た 

め
の
一
條
件
は
；
■
.
こ
'

:

.

.

.

.-
:
.
'

'
.
(
^
c

多

.
t

〕

e
l
^
c
^
l
c
.
= 

l

m

-o
>
'
'
Y
D̂
,
o
 ̂

.

.
t
v
l 

之
^…

(3 )： 

'と
^
る
。
. 

'
こ
れ
がrr
謂
リ
力
ー.K-
效
果
..を.
^

M

し
た
.と
き
の̂
程
式
.と
な
... 

i
o 

,

: 

.ハ

...
,
:
:
'

:

へ
次
^
企
業
め
資
金
の
需
要
：と
利
子
率
は
第
三
！

I

の
如
く
に
表
わ
さ
れ

' 

る

ハ

第

十

三

章

^
第
一
一
一
圖
に
お
い
て
は

11
ば
段
^
の

需

要

織

、D P
は
投
い 

賛
需
要
と
契
約
費
用
の
•和
办
ら
使
用
者
費
用
を
差
引
い
た
資
金
に
對
す
石 

需

要

農

、

：

外
は
利
舉
、0,
於
企
業
の.自
己
資
金
、
へ
加
は
狡
資
、
，

I

は
需
.
. 

'要
.さ
.れ
る
資
金
の
顧
を
示
す

V

資
金
み
需
要
曲
觀
は
投
資
S

Ec>
'
:Jb
方
に 

あ
り|

に
お
い
て
は
現
在
投̂
が
零
の
竭
合
に
も
資
金
需
要
が
ぁ
る
。
.契

'
V 

:

v
 

. 

.
1

ハ
六
.
：
.

O
C
O
E
D

約
額
が
-*
定
な
ら
ば
使
用
さ
れ,：

0

資
金
の
額
は
投
資
め
費
砠
0
、
そ
し
て 

:結
局
に
お
い
て
，
を
超
過
す
る
こ
と
：に
な
る

3
あ

る

期

调

|
^
賓
は
こ
の 

ぃ
損
失
を
最
小̂-
ず
る
’樣
あ
規
模
ゼ^-
ま
る
。
：

5 

'
動
態
に
本
い
ー
て
は

.完
全

な

る

豫

見

，は

存

在

せ

ず

、

-.
麁

險

負

擔

の

間

題

が 

生

れ

て

く

る

。

ル
ッ
..ッ
は
收
入
、
，
生

產

費

、
純

刹

潤

に

對

し

て

は

確

率

論 

:的
考
察
を
ザ
し
て
い
る
。
.こ
れ
等
の
變
量
に
關
す
る
被
と
5
が
與
ぇ
ら
れ 

'る
な
V
ば
、
投
資
計
靈
はM
を
橫
軸
に
を
縦
軸
に
と
っ
た
無
差
別
曲
線 

に
ょ
.っ
て
表
わ
さ'れ
る
。
，危
險
要
素
が
な
く
、

-U=
0

な
る
瘍
合
に.は
、
純 

利
潤
の
期
望
値
は
横
軸
上
に

f,

盛
ら
れ
る
。

一
殷
に
は
投
資
計
畫
を
示
す 

點
卩
は
無
差
別
曲
線
上
に
あ
り
、

,
0
4
點
に
ょ
っ
て
示
さ
れ
る
投
資
計
靈
の

:

:
\'.
'

現
«-
は
、.
0;
軸
に
.

':

.
■

• -」

'

丨

m 

.

對
し
て
凹
な
る
無 

.

' /

 

: 

差
別
曲
線
が0;
軸 

/

M

.
,.
.;

m

と
.交
わ
る
點
を«. 

へ

.へ

べ

M '
/

f
-

~

^
げ

.

.と
す
れ
ば
、3
に 

二
 

i

: 

f

 

/

.

.

.幻

、
よ
つ
'で
測
ら
れ
る 

3
.
、
' 

: 

j 

/

.:
'
-

)

■
,

■
:

用

'.
企
業
は
か
か
る
制 

第
、
'; :

/
.
'
.
サ

^

 

,
 

_

晴

'
約
の
飞
に
ぉ
ぃ
て

.
'
V:

パー 

/
:.
-
c
?一
：
'
-
、

.
'

;

.
-
D

r

^

r
■.
,
，
. ：
 

l
''l
n
-.
>
■■
•

に
位
置
し

、
• 

T

n

^

よ
ぅ
と.す
る
。

5

.

I
:

 

:

.

. :

.
ノ:'
-̂

' 

,

I 
1
:

.

..'

.
:
.
.
0
,
一
':合
に
は
 

M 
の

値

の

：

-
 

>和

子

淳
;.
.
,
、
.？

 

•
 

、
：
.
\

1

- . . . . . . .
i •

. •  i

\

0  ,  M  m

投 資 © 用 又 は 資 愈

大
f
い
無
差
別
曲

''
.
. 

線
を
選
擇

1;
よ
ぅ

-

: 

と
す
る
で
あ
ろ

.

.

.

. 

ぅ
。':
'が
.か
る
點
.の
：
.
；
.
. 

軌
跡
は
•

l

:̂®
..
.
.
. 

D.
:2/
軸
に
對
し
凹 

な
る
曲
線.
な̂
：，
ぐ：

 

.る
。
，
ル
ッ
：
ッ
は
こ
，
. 

れ

を
ĉ
p
u
n
d
a
r
y 

line '.

と

名

付

け 

る
0 

と
：
财

の

組..
.
 

.

.
合
せ
は
狹
義
の
投V
. 

資
の
機
會
に
，依
存
す
る
だ
け
で
な
ぐ
、

'外
部
か
ら
の
資
金
が
ど
れ
だ
.け

得
.
. 

」

ら
れ
る
か
に
よ
つ
て
も
左
右
さ
れ
る

.。(

以

上

第

十

五

章
：

> 

パ
.

'.
:
.:

第

十

六

章

め

Sources of F
u
n
d
s

第

十

七.章

の-Cash balance 、

第

十

八

韋

の

Assets valTaation 

.
の

三

章.に
お
いP

は
理
論
的
發
學へ.

 

と
し
て
特
筆
す
べ
き
點
は
少
な
い
'0
第
十
九
章
の

capital, and I
n
c
,

,-' 

0

1 

.
に
お
い
て
は
；減
價
償
却
の
.間
題
が
論
ぜ
ら
れ
で
い
る
が
、
定
額
法
、
 

定
率
法
等
の
比
較
に
止
ま
0
.て
い
る
。
：
第
ニ
十
章
は
刹
手
論
で
あ
る
努

： 

ハ
ィH

ク
が「

資
本
の
純
粹
理
論

」

で
展
開
し
た
'資
金
需
給
說
の
見
解
を 

へ
踏
襲
し
て
い
る
。
企
業
が
'生
產
計
畫
钇
建
て
る
際
に
資
金
め
需
給
面
か
ら
：

. 

影
響
1
興
え
る
要
因
と
し
て
次
の
七
.つ
が
擧
げ
ら
れ
る
。，
0
:投
資
.の
機
. 

會
。
こ
れ
を
動
か
す
も
の
は
生
產
函
數
及
び
そ
の
豫
想
さ
れ
る
變
化
と
、
：

.'
'
r
v
v
l
r.
-
-
p
v
ヒV

ル
ッ
、ツ
夫
妻
著
，

『

i

投
'%

§

論』

.ン

operp
-ting, asmets.

.の
現
在
高
、.5 *̂

a
:と

pggg ^

の
現
在
及
び
將

來
に
お
け'る
供
^0
^

と
生
產
物
の
需
耍
曲
線
の
三
者
で
あ
る
。

㈡
配
當
，
 

，
政
策
0
.
#企
業

の

自

已

，資

金

の

額

。
：

1
:資
本
市
場
か.ら
得
る
賛
金
の
現
在_

:

及
び
將
來-
お
け
：るf

函
數
。
：.㈤：同
じ
：く

梢

場
'̂
お
け
る
資
金
の
需
要.
 

、
函
數
。
；

：

㈥
危
險
に
.鄴
暴

態

度

。
鉍
現
杻o'
契
約
高
。

.,

こ
の
結
果
、
，
利
子
率
に
影
響
を
.及
ぼ
.す
項
目
と.じ
て
次
.の
十

一

一
項
が
あ 

_ソ
げ
ら
れ
る'-
£
!
.
:
1
:

期
苜
に
：
お

け

る

費

產

.め
量
上
構
造
、
及
び
ぞ
.の
企
業
に
對 

す
る
配
分
。(-
)
期
苜
に
お
け.る

>'
3
3容
3
に
：：對
す
るa
p
l日

，とtitle 

::

の
配
分
。

S

寮
金
の
：量
：と
そ

.の
企
業
、
妻

家

、
消
費
者
間
へ
の
配
分

。
㈣ 

.中
央
銀
行
の
政
策'0
㈤
政
府
の
財
政
.々策
？
㈥
生
.囊

素

の
'量
。
㈦
投
資 

の
機
會
。̂

投
資
及
、ぴ
消
費
麗
位
の
將
來
の
#

5及
び
利
子
率
に
關
す
る 

豫
想
。
网
消
費
單
位
が
消
費
财
と
資
産
と
の
；間
に
行
う
選
禪
の

s
ystem。. 

S

投
資
家
と
生
產
者
の
龠
險
に
對
す
る
態
度
。

.
㈡
企
業
の
配
當
政
策。
㈢ 

.前
期
か
ら
繼
承
じ
た
契
約
上
の
義
務

。
'

.

以
上
：が
本
書.の
夭
要
で
あ
り
、
.そ
の
‘
画

す

る

と

と

ろ

は

ハ
ィ
' 工
ク
の 

'.
'「

資
本
の
純
粹
理
論

J

を
越
え
て
、
.ょ
り
具
體
的
な
生
產
法
則
を
把
捉
し 

ょ
う
.と
、す
る
と
こ.ろ
：に
，あ■る
。
こ.こ
に
間

韻
ft
生
產
函
數p
e+.imeshapo 

办
變
化
で
，あ
り
、
變
分
法
の
使
用
が
間
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
：.ル
ッ 

ッ
は
こ
れ
を
微
分
法
の
範
圍
內
で
解
こ
う
と
し
て
い
る
。
彼
の
所
謂

「

動 

ノ
學j

は
あ
く
ま
で
均
衡
分
析
の
•範
圍
の
も
の
で
あ
り
、
經
過
分
析
に

h及
ん 

:

で
は
い
な
い
し
前
述
の
：如
き
方
法

P

こ
の
間
題
が
解
決
で
き
る
が
否
か 

,に
も
.凝
間
が
あ
る.>
^
え
ょ
う
。

, 

-
.
.
.

/■
'
•

— 

.

.
' 

‘
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■

-
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